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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　

　

　 前 記 要 素 同 士 の 中 心 を 結 ぶ 接 続 線 分 は 、 前 記 第 １ 要 素 (2;2')の 主 軸 に 対 し て は ０ を 超 え
る 入 射 角 を 形 成 し 、 前 記 第 ２ 要 素 (5;5')の 主 軸 に 対 し て は 、 前 記 接 続 線 分 と 前 記 第 １ 要 素
の 主 軸 に よ っ て 定 ま る 平 面 に 対 し て 直 交 す る 平 面 内 で 、 同 一 の 大 き さ を 有 す る 入 射 角 を 形
成 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 物 体 (1;1.1;11;1.1')か ら 像 （ 6;6.1;18;1.1';6'） を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 物 体 (1)は 前 記 第 １ 要 素 の 曲 率 中 心 に 配 置 さ れ る か 、 ま た は 、 前 記 物 体 (1.1;11;1.1
')は 前 記 第 １ 要 素 の 焦 点 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 点 状 物 体 (1;1.1;11;1.1')か ら 像 （ 6;6.1;18;6'） を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２
ま た は ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ 要 素 (2;2';40a)の 焦 点 面 に 存 在 す る 物 体 (1;1.1;11)か ら 像 (6.1;18)を 形 成 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ま た は ４ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 屈 折 要 素 は 球 面 鏡 (2,5;2',5')か ま た は 凹 面 回 折 格 子 (40;40a,40b)で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】

測 定 光 を サ ン プ ル (15;15.1)に 向 け て ま た は サ ン プ ル (15;15.2)か ら 導 光 す る た め の 測 定
光 学 系 を 備 え た 光 学 分 析 器 中 の 装 置 で あ っ て 、

前 記 装 置 は 、 第 １ の 凹 面 屈 折 要 素 (2;2')と 第 ２ の 凹 面 屈 折 要 素 (5;5')と を 含 ん で 一 方 の
前 記 要 素 か ら 他 方 の 前 記 要 素 へ と 光 が 伝 播 で き 、

凹 面



　 前 記 屈 折 要 素 は 球 面 鏡 で あ り 、 前 記 入 射 角 は ５ ～ ２ ０ ° 、 特 に １ ０ ～ １ ５ ° で あ る
か 、 ま た は 、 前 記 屈 折 要 素 は 凹 面 回 折 格 子 で あ り 、 前 記 入 射 角 は ２ ０ ～ ６ ０ ° 、 特 に
３ ０ ～ ５ ０ ° で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 光 は 前 記 屈 折 要 素 同 士 の 間 の 制 限 器 を 通 過 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ７ の
い ず れ か １ つ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 少 な く と も １ つ の 前 記 屈 折 要 素 は 、 遮 蔽 リ ム (7)を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ か ら ８ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　

【 請 求 項 １ １ 】
　 測 定 光 を サ ン プ ル (15;15.1)に 向 け て ま た は サ ン プ ル (15;15.2)か ら 導 光 す る た め の

測 定 光 学 系 を 備 え た 光 学 分 析 器 で あ っ て 、
　

　 前 記 要 素 同 士 の 中 心 を 結 ぶ 接 続 線 分 は 、 前 記 第 １ 要 素 (2)の 主 軸 に 対 し て は ０ を 超 え る
入 射 角 を 形 成 し 、 前 記 第 ２ 要 素 (5)の 主 軸 に 対 し て は 、 前 記 接 続 線 分 と 前 記 第 １ 要 素 の 主
軸 に よ っ て 定 ま る 平 面 に 対 し て 直 交 す る 平 面 内 で 、 同 一 の 大 き さ を 有 す る 入 射 角 を 形 成 す
る こ と を 特 徴 と す る 光 学 分 析 器 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 測 定 光 学 系 は 、 前 記 測 定 光 学 系 へ 導 光 す る た め の 入 力 ア パ ー チ ャ (11)か ま た は 前 記
測 定 光 学 系 か ら 導 光 す る た め の 出 力 ア パ ー チ ャ (18)を 備 え た ハ ウ ジ ン グ 内 に 配 置 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 光 学 分 析 器 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 測 定 光 を 案 内 し て 前 記 入 力 ア パ ー チ ャ (11)中 に 点 状 物 体 を 形 成 す る 光 源 光 学 系 (10)
を 含 む か 、 ま た は 、 前 記 測 定 光 学 系 は 前 記 出 力 ア パ ー チ ャ (18)中 に 点 状 の 像 を 形 成 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 光 学 分 析 器 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 測 定 光 学 系 は 、 光 を 前 記 測 定 光 学 系 か ら サ ン プ ル に 向 け て ま た は サ ン プ ル か ら 前 記
測 定 光 学 系 へ 案 内 す る た め の 窓 (14)を 備 え た ハ ウ ジ ン グ 内 に 配 置 さ れ 、 前 記 窓 は 、 好 ま し
く は 前 記 窓 を 通 過 す る 光 路 に 対 し て 傾 い て 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ か ら １
３ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 光 学 分 析 器 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 測 定 光 学 系 は 、 導 光 の た め の 平 面 鏡 (13)を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ か ら
１ ４ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 光 学 分 析 器 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 鏡 に よ っ て 形 成 さ れ る 光 学 系 の 像 の 比 率 は 、 ０ ． ５ ～ ２ ： １ 、 特 に 約 １ ： １ で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ か ら １ ５ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 光 学 分 析 器 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 測 定 光 を 前 記 サ ン プ ル (15)へ お よ び 前 記 サ ン プ ル (15)か ら 導 光 し 、 前 記 サ ン プ ル へ
の 前 記 測 定 光 は 励 起 光 で あ り 、 前 記 サ ン プ ル か ら の 前 記 測 定 光 は 放 射 光 で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ １ か ら １ ６ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 光 学 分 析 器 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 励 起 光 お よ び 前 記 放 射 光 は 、 互 い に 重 な り 合 っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７
に 記 載 の 光 学 分 析 器 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
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光 度 計 、 蛍 光 光 度 計 、 ま た は 発 光 光 度 計 中 に あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ９ の い
ず れ か １ つ に 記 載 の 装 置 。

装 置
を 伴 う

前 記 測 定 光 学 系 は 、 第 １ の 凹 面 屈 折 要 素 (2)と 第 ２ の 凹 面 屈 折 要 素 (5)と を 含 ん で 一 方 の
前 記 要 素 か ら 他 方 の 前 記 要 素 へ と 光 が 伝 播 で き 、



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 配 置 構 成 は 、 凹 面 鏡 ま た は 回 折 格 子 の よ う な ２ つ の 凹 面 要 素 を 含 む 。 こ れ
ら の 要 素 の 中 心 を 結 ぶ 接 続 線 分 は 、 第 １ 要 素 の 主 軸 に 対 し て は ０
で は な い 入 射 角 を 形 成 し 、 第 ２ 要 素 の 主 軸 に 対 し て は 、 第 １ 要 素
の 主 軸 と こ の 接 続 線 分 に よ っ て 定 ま る 平 面 に 直 交 す る 平 面 に お い て 、 同 一 の 入 射 角 を 形 成
す る 。 こ れ に よ っ て 、 光 学 系 の 光 軸 外 に 存 在 す る 点 の 結 像 で 発 生 す る 非 点 収 差 を 解 消 す る
こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ２ に 示 す 配 置 構 成 に は 、 ２ つ の 同 一 半 径 （ Ｒ ） の 凹 状 球 面 鏡 、 す な わ ち 第 １ の 鏡

２ と 第 ２ の 鏡 ５ が 含 ま れ て い る 。 物 体 １ は 、
第 １ の 鏡 ２ の 曲 率 中 心 、 し た が っ て 第 １ の 鏡 か ら の 距 離 が Ｒ の 地 点 に 配 置 さ れ て い る 。 鏡
同 士 の 間 の 距 離 は ２ Ｒ で あ り 、 第 １ の 鏡 に よ っ て 形 成 さ れ る 像 ３ 、 ４ が 、 第 ２ の 鏡 に 対 す
る 物 体 を 構 成 す る 。 第 ２ の 鏡 は 、 第 ２ の 鏡 か ら の 距 離 が Ｒ の 地 点 に 像 ６ を 形 成 す る 。 第 １
の 鏡 は 水 平 面 内 を 回 転 す る （ す な わ ち 、 回 転 面 は 水 平 面 で あ る ） 。 第 ２ の 鏡 は 、 こ の 水 平
面 に 直 交 す る 面 内 で 同 じ 角 度 だ け 回 転 す る 。
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